
第76号

発行日 2011.12.22

発行:くらしの学習会

間もなく2011年が終わろうとしています。今年は本当にいろいろなことがありました。東日本大

震災、原発事故、大型台風災害・・・まだ、復興の見通しも立たないでいます。

一方、タイで起きた大洪水が日本の企業にも大きな打撃を与えています。ギリシャの金融危

機、イタリアの財政危機、一国だけにとどまらず、世界中が軒並み影響を受けるまさにグロー

パノレ時代を実感するこのごろです。

このような時代において、TPP協定参加問題も含め、 E本は今後どう進んでいったらい

のか、国民一人一人が、自分の利害関係だけで考えるのではなく、国のかたちを見据えて

真撃にこの問題に向き合っていきたいもので、す。

第 76号会報をお送りします。読んで何かを感じていただければ幸いです。

目次

10月例会報告 . .・..P.2~5 

11月 12月例会報告 a ・・@・ P.6~9

愛媛新聞切り抜き . . . . . P.I0 

息吹 ・@・・.P.1l"'12

往復書簡 ・・..・P.13

近頃思うこと . . .・ .P.14~15

震災を詠む .... .P.15~16 

日本語教師になる ・・ ..'P.17~19

味噌づくりと理系のワタシ @・@・.P.19'"'-'20

雑感 . . . . . P.20'""26 

お知らせ・編集後記 e・...P.26 

1 



両瓦扇蚕報詞

小島の遺跡めぐりと島民対話

10月 12日にくらしの学習会で、今治の小島、へ行ってみようということになった。小島は今治沖

の来島海峡に浮かぶ小さな島で、日請戦争当時、日露戦争を予感した日本がロシア海軍の侵

攻を防ぐために築いた海岸要塞があるとしち。 12日前後はスケジューノレが埋まっていたが、行

きたい思いが強く、 11日夜帰宅して、翠日日さん宅に集合して、小島行きが実現した。

日さん運転で高速道をひた走り、途中でお弁当を買って、波止浜港へと急ぐ。波止浜港に着

くと、何万トンもある大きな船がいたるところに見え、造船の町「今治Jを感じさせる光景だった。

船着場で小島に住んで、いるというおじいさんとお嫁さんらしき人と知り合ったQ 波止浜から小

島まで、の捜し船の中で、ガイドブックには載っていない貴重なお話しが聞けた。昭和25年頃まで

約 200入居た島民が今では20人になり、平均年齢 80議で、子供の声が聞こえない島になっ

てしまった。小島は小さい島だが、自然の形態の流れにそってエソ ωイカ，タチなどが流れてくる

良い島だ。夜は焚き寄せで魚がたくさん集まって漁師はうるおっていたので、大正に建てた家

は大きい。自分は 7人兄弟の長男で、小島に老妻と2人で住んで、いる。野菜を作って、食べる

だけの魚を釣って、年金で暮らしている。時々娘が手助けに来てくれる。船着場の若い人は娘

さんだったのだ。

その他に 600年前に建った村上水軍ゆかりの八千矛神社のことや、海岸拾いの石壇は明治

30年頃に石灰と土だけで目地をつめたが、くるいがない。要塞は明治に30万の巨費を投じて

築いた。目的はロシアの鑑隊をここでくい止めるためだったが、使われることなく砲台跡などの

遺跡が残っている。子供の頃、 5人位で、押して戦争ごっこをして遊んだ。要塞に使った赤レンガ

はドイツのハンプルグから送られてきた物だ。等々話された。

小島に着いたので、お名前をお聞きしてJjIJれたO 昭和2年1月生まれ、 84歳、山田隆博様とい

う方で、嬰鎌として博識なのに驚いた。ぶし，っけな質問にも嫌な顔もせず答えてくださったこと

に感謝!!さあ小島上陸。トイレ休憩して、水分補給して、帽子・手袋・杖を持ち、2時間半ほど

かけて地道を歩く予定。案内板によると『貴重な遺跡(芸予要塞跡)は明治中期、日露戦争当

時に築かれたもので、28センチ砲のあった砲台跡、展望指令塔跡、赤レンガの地下兵舎跡、弾

薬庫跡、などが島の各所に点在していて、麗史的な近代化遺産として貴重な史跡で、遊歩道約

1.8km椿の並木道になっており、海峡の景色を眺めながら歴史散歩を楽しんでください』と書い
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であった。 S'Kさんが更に詳しいマップを作ってくださっていたので、迷うことなく興味津津進

むこ土ができた。各所に案内板があり、当時をしのんだ。観望の開けたところでお弁当を食べる。

トンピがくるりと輪をかいて飛んでいるのを見て、歌がとび出す。汗ばんだ肌に風が心地よい。

小休憩の後、行動開始。椿の遊歩道には2，500本植えられているとか。花の頃来てみたいもの

である。要塞の赤レンガの部分は殆んど当時のまま残っていた。地下兵舎跡で、 S'Kさんと2

人で地下まで行ってみようとしたら、天井の角に今まで見たとともない足が長くてたくさんある患

がーばいおるので、サソリかもしれないと地下探検はやめた。それから急な石段を上り、指令塔

跡の展望台へG ここからの眺めは、大橋や行き交う船、海原と絶景だったOオーイと大声を出し

て船に向かつて手をふったO 海の男だった夫を瞬時思い出した。小休憩してから下り始める。

しばらくすると北部発電所跡に出る。草刈りをしていた人達がひと休みしているのに出くわし

立話をする。ボランティアかなと思ったが、話しているうちに今治市が今治史談会を中心に清

掃と草刈りを昭和 48年から始めた。今治から来てし屯人達だった。この島はよその人は入れな

い、土地も売っ'てはいけない約束ができているとか。閉鎖的な面もあるのだなとJ思った。

静かな余生を送っている島民にとって、朝早くから知らない顔が家の方を向いて釣っている

のを見ると、気が落ち着かないのだろう。

さよならして、しばらく下ると、眼下は海で、潜までの帰り道は来鳥海峡のうず潮を横田に海岸

沿いに歩く。見事なうず潮で、誰かがフェリーに乗ってるみたいという。心洗われるようなひと時

だった。 S'Kさん臼く「今日は満月の大潮の日なのでうず漸がよく見えたのよ。 J

うず潮をすぎると民家があり、 Mさんがおじいさんの押し車があるというので表札を見ると、山

田隆博とあり、水を一杯もらって、海を見ながら話す。昭和 23年頃まで、水は船で、運んでいたと

いう。子供のころは家の前の揮でいつも遊んでいた。その頃はにぎやかだった等々 O この旅の

最初と最後にご縁があってお話しが聞けたことは大きな収穫だった。帰りの船に間に合うように

おいとまする。海水は青く澄み小魚が群れをなして泳いでいる。 14:10小島を後にした。

あっという聞の3時間の島めぐりだったが、中身の濃い良い旅ができた。

(2011年 10月 12日記 S'M) 
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10月の例会で訪れた今治神の小島砲台韓見学鏡、小高い山道を揮岸通りに

向かつて下って行くと海が盛り上がって見えます。持岸のすぐ醐で F来島の
うず潮j が調を巻いている藤子に、歩~藤れも吹き飛びしばらく見入ってし

まいました。こり日は大詰君、帰りも10分程度の乗船ですが識調真近の満期に

もまれ大きく揺れ、少し緊藤しました骨

この小島から見て来島重量鞍大舗を挟んだ中麓島iこ、この梅の難所巷能海す

る船毒自に潮掩の向き長知らせる f中盤島潮流信号訴』があります。 100年以

上梅上交通の要寵巷守ってきた堕理最議中韓木式信号機が2012年3月で投目

杢整主:5との新開記事を見つけたので紹介させていただきました (A. 間)
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出月倒会報告1.• .'11月8日(火)林宅 4名参加事務連絡 12月例会の三津行き詳細決定

!1 2月鋼会報告| 三捧の鞘並ぷら哲歩き

12月3日(土)前日からの繭模離を品配しつつ、メンパ-5名、伊予鉄寵

車高長鰻でのゴトゴト電車擁。車中、 s.kさん作製むレデメで予習巷しなが

ら11時前』こ議出駅到着。期の香りを識かに感じ誌がら『三津邸主重し』まで抵

んの5分、このよ麓すがら近辺』こも『銑心持軽量事J (蒐政7年小事事一茶句会の地〉

『亀水壕J (菖蕪百四忌を記念し建立)など見所講載。

f三葎の麓しJ 500年の腫史を誇る麓し船、三需と韓基山の間約80メートル

を3分で結ぷ f棒Wr巨営jの麓麟〈無料〉年間約4万人が事i踊。実醸は1分
程度かな?愚構を味わえた初麓し体験でした。

予約した食事処 F舗や』は11時30分からなのでフェリーのりば近辺を散簸

『久保田きせんのりiまの碑J (子規は明治16年~28年の関に 9 間この地から

上京した) r子規の句碑「十一人一人に屯りて軟の暮れJJ (明治28年四月
18日子規が上京するのを極堂ら10人が見送り iこ来たが出曜が遅れ鬼送人は整

列車で婦った時の心墳を誌んだ匂で、翌早朝出麟での上京が最畿となった)

この近辺も見所講載。

権騒が強まってきたので『鯛や』へ。古民家 (1929年襲)をなんとか後世

に残したいという家主の熱意により纏活した建物。火薬を予臆するため銅脹

が貼られた壁が鋸がかった吉民家。ここは子旗の兄弟子にあたる轟連甫の家

で、現在は8代自の藍輔さん体的が、 8年前から鱒めしゃ f舗やj と『三

醸誤資料費喜』金開いている。 20的.12には豊鋸有形文化射になった。

文化員まの:5m敷での食事。1<鉢がはっこりと暖かく、お膳iこiま松山沖で本轟
げされたとびっきり新鮮な輔のお造り@お醜い鞠とお櫨iこは麟室長(一人前一

合摺意され残った分詰パック詰めにしてくれ包み高もステキです〉小盟に拡

叢カポチヶ@ヒジキの擁にくのせ・小魚の酢讃け・地元のじゃこ天・はやと

うりの漬物。どれも薄味でたべやすく美味しく頂きました。車で来なかった

ので日本酒巷すこしずつ噴き、しぐれと果物のデザートでの締めでお臨一軒

6 



お座敷のあちらこちらに昔懐かしい品々・宿の名に因んだ蝿の置物が沢山

飾られています。こんなに立振ではないけれど子供の頃行った母の実家もこ

んな雰囲気を感じる古い家だったなあなんて懐かしさを感じました。

お座敷から障子のガラス越しに見える石庭のど真ん中に大きな青帽。本来

ちょっとおかしな話なのだとか。その理由は、ずっと俳句と深く関わってき

たおじいさんと俳人 河東碧梧梶との友情の証しだったとのことです。

I青桐】 中国では嵐嵐が住む樹とされ、漢名 梧桐〈ごとう)

二階の f三津誤資料館』へ。 6代目直樹さんが退職後この家に帰ってきて

から、蔵に納められていた品々を分難し、三部屋に展示したもので、自ら説

明をしていただきました。

<ーの間>江戸時代の三捧は松山藩の海港で、商業の地として賑わった。廻

船業で富を得た轟家に関する資料。文久3年の道中手形・語戸内海の古地図

正月には松山城主と共に俳句を詠んだ(連句)句集。松山の正月の恒例行事

として復活できないものでしょうか?

くこの間>俳人 森連甫(1838--1909)関連の資料。大原其戎の俳譜結社

「明栄社jの一員で其戎門下で一番の逸材と呼ばれた。子規も三津浜に足を

運び、大原其戎に俳句の手ほどきを受けているo 天保15年に描かれた三樟の

震しの絵・正岡子規.高浜虚子.種田山頭火.直筆の句・夏目轍石等の句が

刷られた版画(京都の版元の仕事で烏の色刷りが見事〉版木〈細工の細かさ

と美しさは見事)この時代、旦那衆の寄り合いは、まずー句詠み合ってから

始めるほど庶民の生活の中に浸透していたそうです。

く三の間>r坂の上の雲J関連の資料(連合艦障などに寄付の応援をした返
事Lとして贈られた秋山真之や秋山好古が描かれた絵画)昭和初期の品々(衣

類・おもちゃなど)

洋間もあって、高翠荘と同様の作りで床やドアーに施された細工など費い

を尽したお部屋でした。

食事と資料館の見学で2時間以上長居をしていました。直樹氏の楽しい解

説を録音しておけばもっと詳しく報告ができたのにと後悔。説明不足で申し

訳ありませんo 興味をもたれた方は、是非、予約をして訪れてみて下さい。
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強騒の中、古民家木村家へ。明治14年に建築、木村家は三棒誤で10代に麓

り問船間雇者営む簡家骨昭和40年頃まで控んでいましたが、 5年前iこ車り壊

されそうになった時、昔の大事なものがとぎれてしまうと、若いボランティ

アスタップの方々が集い、この家を活用してカフェやイベント誌どを麗開し

修理費用を韓出し維持しています。 200百年には江戸か品大正にかけて来や構

などの宣伝に告をわれた邑鮮やかなチラシ「引札〈ひきふだ)J約80較が見っ

かり、それらも麗示されています。二階からは識が望路、蓄量みもあ暫ますが

費を尽くした細工が擁されていて、貴重な費軒として残したいと頭握ってい

るスタッフの襲はステキです。

一瞬でスタッフ手作与甘さ控え目濃厚チーズケーキセットを頂いた接、 11

月25日(金〉開8:00NH K r伊予路てくてく jで紹介されていた普段は見学
でき恕いお麗呂も見せていただきました。大正3年、この家に女の子が生ま

れためを機に内騒乱呂を作ったそうで親心でしょう(当時は銭揚が普通)0 天

井には議語気抜きと暁かり取りを兼ねた鰹突があり、饗に貼られたコウモリの

図舗のタイルは珍しいそうです。

本当は、 12月--3月までは体業(寒きのため)の予定だったのですが、

『伊予路てくてく』で紹介されたすぐ接的12月3日(土〉のみオープンした

そうで、偶然とはいえ私たち時ラッキーでした〈事前ιs.kさんがインター

ネットで調査請み)0 r伊予蕗てくてく jのディレクターの男性もボランテ
ィア応接でお手伝いをしていました。残念ながら、 sa.kさんはこの畿の歩き

は無理と判覇者。ここでお別れとなりました。

ここから時4入で目的の品を諜しながら三捧誤商臨輯主主きo この臨時密の

中にも、 9月iこ古民家を事j揮しオープンした雑貨臨があるのですが体業して

いました。こだわ静のお醤油屋@鞄葉子麗も定体日で購入できず、じゃこ天

的賠は開いていて恵みのあるじゃこ天と竹輪を購入。留守番をしている夫へ

の翻土産ができました。三捧駅で日さんとお踊れ。心寵した爾iこ陣られる事

もなく 3人で婦路に就きました。 (A. M) 
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くまヨ H主治、~:.::r1曹幸良>

*鍋メシ専門 f鱒や』

営業 11時半--3時

休業 火・水晴間営業}

1日30食限り￥2.100

ご予約承ります

愛媛県松山市三津1-3-21

電話 089-951-1061 

tainotai"ountain.ocn.ne.jp 

伊予灘の天然崩しか使わない

9 

*古民家カフェ 木村邸

営業毎月第2. 4土曜日のみ

(1 2月--3月の聞は休業〉

メニュー ケーキセットなど

こうもりの図柄のタイル



(水)競新制

務語
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12月13日東轟rl112月定伊i議会

一般質開で佐柏正夫氏は議員選出の

監査委員が1年間不在となっている

問題について高須賀功市長の見解を

ただした。高須賀市長時「識に遺構

に感じているo 本会議最鞍日(20日)

までに〈議会から)推薦があれば議

案として上程したいj と述べた。

恒11年12月九B (本)愛媛新開|



Ix~， IIXI 
今年も東温高校正門前には、各種競技会で優秀な成績を残した生徒個人やチームを

称える以下のような垂れ幕が下がってしも。巨にする度に各方閣で努力している高校生の

姿を思い頼もしく感じていた。

品
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鶴
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瞬
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縮
館
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齢
品

10/23堀之内の松山公園で開催していた「えひめ・まつやま産業まつりJで、上記東温

高校の商業科KNG(クヌギ)チームに出会つもたO

数人の男女高校生が緑のエプロンをつけて「東温高校くぬぎ林の恵み@東温石けん」を

売っていたO泡立てネットと共に、可愛く包装した一個 10g300円の石鹸。説明書には企画

発売元:東温高校、製造販売元:遠赤青汁(開。《石けんには学校のくぬぎの葉の粉末が

5%入っておりモチモチで、す。海塩が 10%記合されているので、ミネラノレを肌に供給しますO

合成着生料、保存料を一切使用していません》とあったO

使ってみたo葉っぱの濃いい香りがし泡がよくで、るO

東温高校の敷地内の一角はくぬぎ林になっており、その中に遺跡金比羅街道の石碑が

ある。校内のテニスコートや野球場には元気な芦が響き、夏にはその木陰で汗を拭く姿を、

秋には高校生がコート内や線路側の道路の落葉をはき集めている姿をみていた。私は幅
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子の着いたドングリを拾ってきては家の中に秋の訪れを運んで、きていたし、冬の早朝には、

霜柱も度々見に行つてはその美しさにみとれたこともあった。

東温高校生が全国商い甲子園最優秀賞を受賞したこの快挙がテレピ・新聞で報道され

た時から「東温石けんjが気になっていた。

三菱グループの創始者岩崎弥太郎の生誕地で、ある高知県安芸市で始まった全国商い

甲子園。第4回目の今年f岩崎弥太郎賞(優勝)Jと接客力や独創性が高いとf審査員長特

別賞」を受賞したという東温高校商業科生の快挙にエールを送りたい。

高校生が日本を元気にする。

今、甲子園と名のつく高校生の文化系の競技会がいくつもある。愛媛では、俳句甲子園、

書道パフォーマンス甲子園などがあり、高知ではマンガ甲子園がある。仲間と共に青春時

代に情熱を持って関わったこと、努力した経験が、社会に飛び出していく時、大きな自信

になることと思う。

あのクヌギ林にはそんな力が躍っている。

(S. K) 
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雇蚕蚕語!
(現在高知在住のくらしの学習会初代代表丸井さんとのメールのやりとり)

→最新情報を入手しましたので、お送りします。ZDF(ドイツのテレビ局)のノレポで日本語字幕

付きです。今の福島の労働者の実態です。日本のジャーナリストは福島現地にはほとんど近寄

らないという話も聞いています。

加 p:llwww呂田ube.co担金L盟思盟強控担三主主主受室血盟主込

←ご無沙汰しております。

先日はドイツZDFの報道情報ありがとうございました。

くらしの学習会のメーノレメンバーに囲しました。何人かは見てくれたようです。今後ともよろしく

お願いします。

→いつも井戸端だよりをありがとうごドざいます。毎回何か書いてお送りしようと思いながら、いつ

もパタパタしていて、送る文章が書けません。今回のJ博報は、私の関係者に3月 11日以来、 3

回ほどいろんな情報を送っていたのですが、今回さらに範囲を拡大して、そちらにも送ってみ

ました。また何か情報が手に入り次第お送りします。

8月にドイツに行った報告も「土といのち」のプログに載っています。よかったら、そちらのニュ

ースに転載してくださっても結構です・(以下転載します)

国民生恒忌銀色堅持組盛田担盟主i
10月 10日の分です。

「半農半電!エネルギー農家!J 2011-10-10 18:52:451脱原発

9月4日に予定されていたのですが台風の影響で10月9日に延期となった「原発と放射能の

学習会」の報告です。参加者は8名でした。

講師は「士といのちjの運営委員長でもある丸井美恵子さん。

8月の丸井さんのドイツ訪問の報告に驚きました。この風景は、車窓から丸井さんが自にした農村

の太陽光発電装置。農村のいたるところで見られるそうです。

農村における太陽光発電の普及の背景に泣国の政策があるようです。

農家には「半農半電」のところもふえているようです。牧草を発酵させ、そのガスで発電@給湯をお

こなう「エネルギー農家jもあるとのことでした。

丸井さんの報告をうけながら、なぜドイツはここまで蹴原発がすすんでいるのか、とか

なぜニホンはここまで脱原発がおくれているのか、とかそのニホンで私たちは何をすればいいの

か、とかを話し合いました。 運営委員日でした。..・(転載終わり)
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|扇面元i

新聞の切り抜きを始めて1年が過ぎた。午前中に新聞を読み、午後は関心のある記事を切

り抜き、ちょっとした感想を書いておも

人間は生まれた時から、育ちも環境も違うので、関心も違う。私は地域の事、環境の事で政治

にはあまり目を通さなかった。それが、 3月11日から読み方が変わった。

震災への政府の決定力の遅さ、原発への過信、私達も遠くで、起こったことだと知らぬ顔は出

来ません。伊方が目の前だからです。伊方の元町長中元清吉さんの考えを要約してみます。

円安方の原発は、あまりlこ町財政が厳しかったので、誘致運動をして立地した。だから、われわ

れは運命共同体と思っている055年の町制発足直後から財政赤字再建国体となワ、 66年に黒

字化したが、顧しし五財政は続いていた。 j

中元さんl土、「都市部は原発がなくてもやれるからいらん、地方は原発でも誘致せなんだらや

っていけんjと説明している。当時は伊方町の主産業は農漁業で、急額斜地畑で麦やサツマイ

モを育てた。都市部が高度経詩成長で活気づく中、収入も人口も増えず取り残される一方だっ

た。

福島第一原発事故接に強まる「生活水準を落としても原子力発電をやめるJとの論調に、中

元さんは「これだけ物質文明が発達した社会で恩恵を受けずに幸せを確保することは考えられ

んじやろう」と疑問を投げ掛ける。

原発が町をどう変えたか、中元さんは、「もし福島の様な事故が起これば、失敗と言わざるを

得ないが、よかれと，皆、って誘致しその恩恵で、インフラ整備や雇用意Ij出を進めてきたJと指摘す

る。農詩、業などの基盤整備も財政力があってこそ出来ることでf発電所がなければ、八幡浜市

周辺地域もさらに過謀化したはずjと総括する一方、「発電所の城下町」となったが故に農持、業

を離れた住民が多いことも気にかかると言う。

これだけ読むと貧しさ故の誘致で、経詩力のあるところはいらない施設と読める。現に、日本

全体を見ても、海岸辺や田舎町の貧しい所に原発は立ち並び、東京や大阪等の都市部には

ないのが現状である。政府も電力会社もデメリットについて説明したのだろうか。原発の電力は

主に東京都市で使われたのに。そんな事を考えている時、 f編集昂社会部jからf過信」という

記事が載った。

fやれるものならやってみよ」と数年前から原発廃止について尋ねた記者に、西国電力幹部

は言い放ったとしち。もしも原発が自分の隣にあったらと直接、開いてみたところf間題ないJと

14 



の答えだった。呂田電力は供給電力の4割を伊方原発が担うという自負。加えて幾重にも張り

巡らされた安全策で重大事故は起こり得ないという過信だったことが福島で分かったこと。

福島の災害以来、風評被害にあえぐ現地のノレポ、原発に依存しすぎたと語る地元町長、愛

媛に避難して来た人達の共通する声は、突然の災補を「考えてもみなかったJというものだ。

「災厄を防ぐための作業は、おごりをそぎ落とすことから始まるjと記している。

テレピ新聞で福島の経過は知ることが出来るが、想定外だったという言葉におきかえるだけ

で、苦しんでいる人々の立場に立つ様な言動が出来ていない。

世界でも有識者が集まる東京大学等の研究者が、ただ、電力の低コスト、自然エネルギーより

簡単ということで増え続けた原発、狭い日本に次の事故があればと想橡すると身震いするO 安

くなるはずだった電気代は、補償の額とすさまじい爆発の後始末にかかる費用を思うと莫大な

お金になると思う。

30年も故郷に住めない住民の方々の怒りが聞こえて来る。研究者達l士、放射能が0になる研

究をし、放射線を浴びた人々に、深く謝罪をして欲しいものである。

(Sa .K) 

国

震災を詠む

道、溝光子

3月11日、この日以来幾多の句歌が詠まれ、今後も数多の人々が、その言い難い思いを、

詩歌に認めてゆくことでしょう。早9ヶ月が過ぎました。その間に自にとまった短歌を綴ってみま

す。

先づ北海道のご年輩の綱方の一首

東諜;6今j霊韓め号輪体の孔喋るう東維の下j.'1.-l去、、のもあう

ある若者達のイベントのステージに、大きくこう書かれていた。「津波のばかj と。私のひとり

の友はこうぷっつけているO

許すれa是哉の肱唱え持政処するif'J罰金きがh宮崎 1
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あまりの悲痛な惨状と嘆きが、至るところで詠まれ、記録されてゆく中で、一少女のこんな言

葉を聞いてください。

失ぃ tもの多{ども蜂9返すグ交の言景品It是{'1.-い

ここで敢えて訴えたい許されざる原発事故を。子規顕影全国短歌大会での特選歌を一首。

成予炉の終るピ，もなき崩壊れが棺のえ字おデ1.lきかな

フクシマと書かれるこの片仮名文字の表すもの。「ヒロシマを繰り返すなjと幾度叫ばれたこと

か。ことに今日本人はすべてフクシマを、もう二度と惹き起してはならないのです。

伊方原発では、私の一首ですが

...層の-t -~I~産。:む忌恋ゲート前たれずる@デ

語り尽くせぬ思いと秀歌が幾多もありますが、長谷川擢の「震災歌集」より幾首かを、抜粋致

します。

渇飲みマ成。マ IJl t:: ~が定めマ夢 t! ったかピいhたらよきい

@ネ列島あはれ余震1.ゆらどt;:(){~千万の泉の灯すゆらど

たれもかも砕bえのあど r オロオロど~{ はかなき宮氏賢治

枇桂~~のつぼみの干のーっ今朝ひらき G ど吹 t 凪のいふ

なおスペースあれば最後に入れたい。

Itや尾崎めど9マ紘史弛の』事実忌本753手哨考七千余。(多分八月頃の作と思われる。)

合掌

各短歌の作者名をお知りになりたい方は、道満にお間合わせください。

1EL . FAX 089-966-1589 

(道満光子)
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|日本語教師ζ亘3

日本語ボランティア講座が開催されると矢口り、講座に参加してから3年と8ヶ月が過ぎ

た。当初は、物珍しさからの興味が湧き、毎週の講座が楽しみになったO 外国人に、日

本語を白本語で教えるとL¥うことに、その国の言葉で教えるなら理解もできるが、ちんぶ

んかんぷんだ、ったよう{こ思う。それでも、出会う人の魅力に惹きつけられて、そこてや出会っ

た仲間と一緒に、講座は羽田を超えて参加した O その間に、京IJの日本語の舎の講産参

加やボランティアてや活動をして¥，¥る団体との出会いもあった。外国人に臼本語を教える活

動に参加することになるとL寸予想も心構えもなかったのだが、講産受講中に出会った

留学生と、彼らが知っている日本語を使つての会話は実に楽しかった。彼らが話す何気

ない日本語には、何か、なんとか1えない新鮮な気持ちにさぜられた。

Lかし、どうやって、日本語を教えるのかは、最初の講座ではわからなかった。担当の

先生に聞いてみたが、先生は、ここは日本語教師を育てる目的はなしあくまでも、ボラン

ティアを育てたいとおっしゃられた。でも、私は、日本語をどうやって教えるのかに興味が移

っていた。サポ一トの;活吾動も楽しかつたのた

そのためには、やはり、外国語としての日本語を理解する必要性があると思った。

そこで、、講産に一緒に参加した仲間と一緒に、ボランティア団体に入会することにした。

入会すれば、日本語の勉強会に参加し、そ7-9-るうちに、何となし日本語のことがわか

るようになるだろうと思っていた。ところが、外国語としての日本語は、予想以上に難しか

った。初級の勉強会に参加するところから始めたのた、が、未た1二、少しも安堵感がわか

なL、。色々考えれば考える程、先に続くものがあり、終りがな¥， ¥0 

ボランティ団体ではあっても、会員誰もが直ぐに、日本語を教えられるのではない。賛

助会員り寸立場でスタートし、一年くら¥，¥て¥賛助会員から活動会員になるための研

修のようなものがあり、それに合格してから個人レッスンの担当がてやさることになっている。

個人レッスンを担当してから、時期をおいて、又、研修を受けて、それに合格すると、クラ

スレッスンの担当ができる。ここまでで、 3年と少しかかる。

キムは、この夏、研修を終えて、やっと、 iゴマ担当になった。初級の最初のクラスて¥日

本へ来初か、りの人、 20人に日本語を 1コマだけ教えた。 20人出、う人数は初級クラス

では多過ぎるが、申し込み人数が多く、レベル;JiJなので仕方がな¥，¥。語学のクラスなの

で、本当はもう少し少ないほうカf理解もいいのだそうた、が。
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夏の後に、イブニングq講座があり、 16回の講座のうち、 2コマ担当した。顔ぶれの半分

は、夏に続いての参加だったので、約 1ヶ月ぷりの再会は嬉い、ものだった。その中に、 1

7オの大学 2年生がいた。国を離れ、きっと頭がいいのだろうが、飛ぴ級での留学生だ。

彼は母語が英語ではなかったが、実に流暢に英語を話した。彼の国は先進国ではない。

愛媛大学が、自分を選んだので、日本に来られたと言っていた。彼の国は、地震が毎

日あるそうで、自分の専門は地学た、とも話した。彼の国には、地震の専門の研究者があ

まりL法、いと聞いたので、将来、国のリーダーになる人かもしれないと思った。飛ぴ級制

度を利用できる頭の良さは素晴らしかった。

又、学習者の中には、習った事が全く頭に残らなL川、弘、た。語学学習は、年齢も関

係することもわかった。しかし、それでも、休まないでや学習を続けていると、あれほど、わか

りにく¥¥発音だったのが、いつの間にか、自然なアクセント{こなっていたり、ひらがなを間

違えないてや読めたりて守るようになるから不思議だ。少しでも、解かったり出来たりする学

習者を見るのは、実に、楽い ¥0

私が参加してL唱団体は、ボランティア団体としての活動と愛媛県から依頼される外

国人に対する日本語指導講座、研修生の日本語指導講座、日本語指導支援員とし

て小学校や中学校へ行く仕事、高等学校や専門学校や大学で日本語の専門家とし

て仕事をする等、芭々な形で、外国人に日本語を教えている人の組織だ。それ、うことも

あってか、会員の日本語への取り組み方は実に様々だ。会員の経歴も様々。定年後

に参加した人私、れば、 30才代の人弘、る。会社員で、土曜日の勉強会に参加してい

る人か泊。共通なのは、日本語を日本語で教える技術に魅力を感じているとL、うことだ、

と思う。

先日、研修生を教えている講座の見学をした。学習内容は、仕事先で彼らが困らな

L 、ように、仕事をするために必要な日本語を学習する。中には、全く、学習をする習慣が

なかった人もL、たので、自国でも日本語を学習してくるらい叫号、なかなか、身につかな

い。彼らの不安感は量り矢口れないなぁと思ったが、真剣に取り組む姿に、少しは安心も

した。教師側にも苦労がある。ベテラン教師ても、講座が遣うと、同じ初級項目なのだが、

教材を変えないと実践的でなくなるので、配患が必要になる。その都度、講産によって、

学習者によって、教案を考えて取り組まなければならな¥¥0それを長く続けている先輩に

は頭が下がる。どれだけの時間を費やしてきたのだろうか。

プライベートでの学習者との出会Lも楽し¥¥。一年以上担当すると、日常会話には因
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らなくなる学習者も育つO 今までで、一番長〈一緒に勉強した学習者が、最近、帰国後

は日本語教師になると言っていたと聞いた。私とは友達のような関慌た、ったので、彼女

が、漢字は勉強しませんと言うと、それ以上の指導をしなかつたのた

格したいのてでや;漢莫字も勉強していると関いたO 嬉L¥'¥ことだ。探せば、無料で、あるいは、無

料に近い金額で日本語を勉強するシステムが松山にはある。外国人は、実に、定、まれ

ていると思う。しかし、努力をしないと、自分のものにはならない。外国語習得はあきらめ

ないて:続けることが一番だと思った。私の実っていない英語習得もそうなのだが、あきら

めないてや続けている学習者を見習いたい。

そして- ・・・、私は、来年、学校で、日本語を教えることになった。日本語支援異にな

る。取り出し授業で¥ー呂、二時間。少しでも、 B本語を習得を支援することで、今後の

生活を支える事ができればなあと思っている。 学習者との出会いに、そして、これサ機

会を頂けたことに、感謝 (M-T)

「幅三石りと理系のワr(l卦

先日，今治で「味噌づくり講塵jが開催されました。講師の Tさんは関東出身。関東の味

噌づくりだとし、うので，群馬で育った私はワクワクして出かけましたO

とはいえ， 2歳の息子を同伴しての参加です。果たして作業ができるのかしらと不安もあり

ました。案の定タ前半はほとんど聞くことができず，母の私はちょっぴりイライラ…けれども，

資料をしまってテーブルにボウルが登場し，味噌づくりが始まると息子の自が輝いてきまし

た。

まず，米麹をポロポロほぐして塩を混ぜました。そこに煮予て潰した大豆を加えてしっかりと

漉ぜ合わせ，さらに大豆の煮汁を加え，団子ができるくらいのやわらかさに調整しました。

この感じ，泥んこ遊び、に似ていて息子はかなり熱中。ボウルの外に麹や塩や大豆が飛び

散っても，本人は作業をやりとげた達成感で大満足の表情でした。

その際， Tさんが「今日は皆さんが!司じ材料で、つくっていますが，それぞれ違う味に仕上

がるのですよJと嬉しそうに話してくださいました。そして「それは皆さんの手の…Jと続けら

れたのでヲ私は頭の中でofあー常在菌が違うとし1うことねJとひらめいて納得していました。

日
可
U

噌

E
'
A



ところが， Tさんは「一-温もりが違うからなんで、すねー」とおっしゃるで、はありませんか!

味噌づくりの最中にf常在菌jを思うのと「温もりjを思うのとでは，なんだ、かとっても違いが

ありそうです'"

そういえば学生時代には，動きの悪いパソコンのマウスを「摩擦力最大!Jと言いながら

滑らせようとする同級生に「摩擦が最大になったら滑らないんじゃない ?Jとツッコミを入

れたところ rこれだから理系女子は!Jと素っ気なく言い捨てられたこともありました。紅葉

を眺めながら葉の中での化学反応を考えたり，夜景を見ながら発電を思ったり，我が子の

行動を生物学的あるいは行動学的に解釈して子育てしようとしたりするところも理系的かも

しれません。

そんなわけで，普段は「常在菌jよりは「温もりj派で、生きたいとイメージするのですが，

考を変えるのはなかなか難しいものです。

さて，味噌づくりですが，講slAで、習った通りに自宅でも仕込みました。 8歳と2歳の息子た

ちとの作業は終了後の掃除が悩ましいもののなんとも楽しく，母子の良い時間になりそうで

す。とはいえ，やはり， r発酵に必要な条件は…jなどと科学実験的に考えてしまう自分に

苦笑しながらの作業で、したc (工sJ

厘コ調

あの震災の日から9ヶ月余、復興どころか復!日さえ偉ならないまま、年の瀬を迎えています。

甚大な事故を起こした福島第一原発は、 12月16日夕方、収束宣言が出されましたが、拙速

すぎる、パフォーマンスだ¥との懐疑的な意見が多く、世界各国からも不信の声があがっていま

す。住民が安心して帰宅できる日は未だ遠く、現場で作業してしも方の過酷な激務はこれから

も続くのでしょう。そんな中、回日の朝刊一面に、東電は電源喪失時に非常用復水器の弁が

閉まるという冷却構造を知らなかったという記事が大きく掲載されましたO信じられないことです。

その夜のNHKスペシャルリルトダウン"でも詳しく放送されました。震えが止まりませんでした。

親を、友人を、生活の場を、奪われた子供たちが重過ぎるものを担えながら、あかるく振る舞

う様子を見るにつけ、大人の一人として申し訳なく、胸が詰まります。周りを気遣い、泣くことも

甘えることも自分の胸に閉じ込めて、痛々しい程に頑張っています。彼らの周りの大人達が、

希望を持って前に進む事が出来る状態が来るまで、彼らの我慢は続くのです。
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震災後 9ヶ月近くも経って、漸く成立したのがI復興財源法止、「復興庁設立法jです。復興

庁は来年 3月に発足の見通しとのことですし、財源、は、全ての国民への増税、手当ー控除削減

と、宝くじ、復興債、国有財産の売却によって捻出するとの考えの様で、す。遅過ぎますし、世界

ーの赤字大国が、擾興債発行によってこれ以上の借金を増やすことには納得で、きません。

復興には、緊急に多額の財源が必要です。思いきって、時限立法ででも、大企業の内部留

保金、イ意を超える場合の個人金融資産元本に対して数パーセントの課税を考えてはどうで、しよ

う。それでどの程度の財源が捻出されるのか、私には全く見当もつかないのですが、租税には

公共サービスの提供と共に、資産の再分配という意味が有ることを考えると、優先順位として、

困窮度の低い所から先ずは徴収すべきと考えます。

議員や公務員の定数削減を望む声があります。当然です。しかし、現場の公務員に関して

は、きめ細かいサービスを実施するためにどの程度の人数が必要なのか、慎重に考える必要

が有るでしょう。もっと多くの人員が必要な所も有る筈ですO 定数削減と共に、歳費や報酬、特

典が妥当なものであるか否かを精査すべきでしょう。

財政困難を理由に増税を姐上に上げる一方、自動車の重量税の軽減やエコカー減税の 3

年間延長、エコカー補助金の復活、省エネ住宅のローン減税、省エネ住宅を取得する際の贈

与税の軽減などを!盛り込んだ、2012年度税制改正大綱がまとまりました。住宅を取得する際、親

族等から贈与を受けることが出来る幸せは、本来の税額を納めることによって幸せのお裾分け

をすべきですし、エコカー減税も、補助金も、省エネ住宅ローン減税も、期間限定では購買散

を;賜るバーゲンセールの様で、本来の省エネの精神にはそぐわないと，患えてなりません。

社会保障と税の一体改革と銘打った消費税の引き上げの素案もまとまりましたo消費税を今

の様に一律のままで引き上げると、この不況下では、国民生活にとって大きな痛手となるで、しょ

フ。

また、年金に関しては、現在の様な保険料徴収は廃止にすべきとも考えます。若い時、保険

料が払えなかった人(払わなかった人は論外で、すが)が、老後、無年金になるのは厳しすぎま

す。

また、複雑すぎる年金の種類、加入期間の算定は間違いを生むもとです。

私が松山で経験したことで、すが、たまたま古い知人の年金手i援を見つけました。知人の数年

分の保険料納付の記録でした。現在の住所が判らないため、年金事務所に持参しました。事

務所の職員はその古い手帳を一瞥すると、書類を照合することも、コンピューターで検索するこ
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ともなく、直ちに、「この方は受給開始年齢に達していますから、年金は支払われています。 Jと

の回答でした。受給開始年齢を過ぎていることは見れば解りますが、手帳が私の手許にある以

上、知人の年金額は過小評価されているかもしれないので、調べる方法を教えてくれる様、重

ねて頼みました。しかし、職員の答えは、「大丈夫です。正しい額が支払われています。 Jという

ものでした。大勢の方が待っておられる中、私一人が長居するのも臨時われて、事務所を後に

しましたが、釈然としません。松山の事務所の職員は、イ可も調べなくても総ての国民の情報を

把握できる超能力者なのでしょうか。その後も、年金手帳に記載されている住所の年金事務所

等に電話してみましたが、現住所の事務所に問い合わせる様に、との返事です。現在の住所

が判らないから問い合わせたのです。

提供された情報に真撃に向き合おうとしない態度は、名称が変わっても中身は!日態依然とし

か言し、ょうが有りません。

年金は、税金で賄うべきです。その代り、高齢者とはいえ、所得は低くても、一定の金融資産

を持ってし喝人には年金を支給する必要は無いとも考えます。現在の様な、働いている時の所

得や加入年数に応じて年金の多寡が左右されるのは、社会保障とも、福祉とも馴染まないやり

方だと言えるでしょう。このようなやり方は、民間の金融機関に任せておけば長いことです。介

護保険もしかりです。

消費税も、社会に必要不可欠で社会に貢献するものに関しては恒久的に税率を低く、不要

不急の曙好的なものには高い税率を課すべきだと思うのです。

その為には、私達の国をどのような閣にしたいのか、真剣に論議すべきでしょう。そうすれば、

自ずと不要なものが見えてくると思います。

考えても、考えても、原発は不要です。と言うより、存在してはならないものと，思えてなりませ

ん。何時かは必ず、老朽化し最終処分しなければならないことは明らかです。それなのに、廃

炉にするにも何十年も掛かるうえ、私達の国には、最終処分の方法も場所も未だに解決できて

いないのです。これは日本に限ったことで、はありませんQ 最終処分場を決めたのは、フィンラン

ドだけです。その最終処分場に現在考え得る英知の全てを投入した方法で地下深く埋蔵した

としても、それが無害な状態になるのに何万年も掛かると言い古す。その問、この埋蔵物が安

全に埋蔵され続けることが出来るのか懸念する人もいます。

この狭い日本に、 54基もの原発が既に存在してしまっている現実を、もっともっと重く受け止

めるべきです。

今回の事故に因って、汚染された瓦離や枯葉、除染によって集められた土壌や水さえ処分
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出来ないことを目の当たりにしている今、原発を再稼働させるのか、廃炉にし、何とか最終処分

の方法を探るのか。答えは明らかです。今回の事故で、海には既に、過去世界最悪とされる、

英国の核燃料再処理工場からの海洋汚染に近いストロンチウムが流出してしまったと言いま

す。

それでも、停止している原発の再稼働が憧ならないことが CO2排出量の増加を招いていると

言及する人たちが居ることは非常に残念です。

千葉県や、茨城県で、考えられない位高い値の放射線を計測する地域が問題になっていま

す。福島第一原発から遠く離れているのに、です。茨城県の場合は周りが総てコンクリートによ

って舗装された所で、尚且つ、市民の憩いの場としての人工の)!I(コンクリートの三面張り)が作

られていたため、土壌に品みこむことなくその人工河川に溜まった為、と言われています。千葉

県の場合は、越高温で、燃やすご、み焼却場でゴ、ミが極限まで、圧縮されたため焼却灰に放射能

が濃縮されたのだと言います。ダイオキシン騒動の時、高温で焼却すればダイオキシン発生を

抑えることが出来るとの説明を受けた記憶が有ります。市民の憩いの為、ダイオキシンを発生さ

せない為、夫々に、良かれと思ってやったことの結果です。放射能の“都市型濃縮"なのだそう

です。ここ最近、“都市型"という言葉を何度となく耳にしています。都市型洪水、ピノレ風、液状

化、長周期地震動等々 O 人間が、便利に、快適に、と願ってやってきたととがー斉に牙をむい

て襲い掛かつてきている感じです。これが、権梓忠夫氏の言うところの「人間が知的生命体であ

る以上、破滅への道を歩み続けるjということなので、しようか。

原発事故に因る被曝を心配する人たちに対して、「正しい知識を持って正しく怖がる必要が

有る」、と語った専門家が居ました。低線量被曝に関しては専門家の意見が様々に分かれてい

る現状では何が正しいのか判りません。広島と長崎の放影研が 66年前の原爆投下後の“黒い

雨円に関する 1万人以上のヂ~タを解析することなく放置していたことが問題になっていますO

解析されていたら、今回、役に立ったカもしれない、と思うと憤りを感じます。ある専門家は、

「煙草も、車もそれなりに危険が有ることは事実た、が、喫煙するかしないか、運転するかしない

かは個人の判断に委ねられている。それと同様、どの程度の放射線量を許容するかは個人の

判断だJ、と言っていましたが、納得できません。

事故後、南相馬市立総合病院の非常勤医師が、内部被ばく検査の為、学校給食の検査を

提案する丁重なメーノレを市長あてに送った所、副市長から「市長に対して失礼極まりない。ご

自身の立場を踏まえた行動を」という↑同喝にも似た批判メーノレが返信されwてきたと言います(朝

日新関連載プロメテウスの畏 12/18)。
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国や行政は何を守りたいのでしょう。

原子力安全委員会でも、地震、津波、活断層の専門家の中には、以前から原発建設の危険

を訴えていた人たちも少なくなかったようで、すが、その意見は生かされませんでした。どのデー

タを採用するのか、どの計算式を使うのかで結果は大きく変わったと言います。その時、いつも

優先されたのが経済性と効率と驚くほど楽観的な希望的観測でした。

自然を正しく畏れ、人間が想定でさることは限られていることを謙虚に認識していたら、原発

を作ることなど怖くてとても出来なかったに違いありません。

現段階では、原発と人間の共存は無理だと思えてなりませんοそんな原発を輸出するのも即

刻i辞めて欲しいのです。

連日のように、九州電力の隠献と担造の体質と厚顔振りが報道されています。私が宮崎県に

住んで、いるから九電のニュースに触れる機会が多いのであって、きっと他の電力会社で、も似た

り寄ったりのことが行われているに違いありません。

f後に、悪と評される行為も、最初は善意から始まっていることが多い。人間は、最初から総

てを見通すことはできないから。 Jと言う言葉をカエサノレが残しているそうです。重い言葉だと思

います。誰しも、正しい事をしていると思っている時、自省を忘れがちです。

暗いニュースが多い中、嬉しい記事がありました。生分解性フヲスチックの分解を早める酵

素が、イネに付・着する酵母やオオムギにつくカピに存在することが判り、量産化に成功した、ど

し、うのです。通常は分解に数ヶ月かかるタイプの農業用シートが7日で分解できたと言います。

一日も早く世ムの中のプラスチックの全てが生分解性プラスチックに変わって欲しいと心から切望

します。

我家が綾町の住人になって一年が過ぎました。

早すぎる梅雨明けの後、晴天は三日と続かず、降らないまでも曇天が多く轍と闘う夏が過ぎ、

秋の訪れとともに綾は一気に忙しくなりました。

日の十五夜祭に始まり、秋分の日近くの、秋の社日講(農耕の神様をお見送りする集まり

です)。来年三月の春の社日講(御迎え)の講守宿は我が家です。大変1! 

日照葉大吊橋リニューアノレの渡り初め、照葉樹林文化シンポジウム(ユネスコエコパーク

への推薦が決まったので、関係者には力が入ります。)、スロープード祭り(ヨーロッパで、ワイン

グラスを首にかけてウォーキングやジョギングをしながら食事やワインを楽しむように、此処では、
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焼酎の器を片手に、馬事公苑に出活されたj苫をまわります。運動より、ひたすら食べることを楽

しみます。)、味噌作り(町内地区毎に、割り当てられた日に加工所に集まり、大豆を蒸し、天然

塩と揖ぜ合わせ、麹が活動できる温度まで冷まし、麹と混ぜ潰して持ち帰り、自宅で天地返し

をしながら来春まで常温発酵させます。勿論、塩以外は総て綾町産です。我が家は 10kg仕込

みました。)、第25閤照葉樹林マラソン(我が家の傍の綾I事)11の土手がコースになっている為、

庭からランナーと言葉を交わしながら応援しました。本格的に走る入、様々な仮装を疑らして楽

しむ入、見ていて飽きませんでした。)

圧ヨ、第 30回綾競馬(岩手県からのチャグチャグ馬コ械を諒えました。生憎の空模様

でしたが、 J馬事公苑に行く途中、初めてアサギマダラに出会えました。)、総合文化祭、綾有機

農業祭(JA綾の私の班の婦人部がダ、ンスを披露)、自治公民館手作り文化祭(何故か、不器用

な私が編み物を出品することになり、来年は理由を付けて逃げよう!と思っていましたが、公民

館に二晩集まり、不出来ながらも初めての作品が出来上がると、図々しく、来年も参加しような

どと考えています。)、綾工芸まつり(染色、織物、ガラス、木工製品、陶芸などが所狭し、と並

びます。先日テレピで、日本 4高髄な木材は、綾産の権だと言っていました。綾は岩盤質なの

で、栄養が少なく成長が遅いため年輪が詰った良質の碁盤や将棋盤になるそうで、す。)

あの震災以来、サクラ、レンゲツツジ、ミヤマキリシマ、キツネノカミソリ、アマランダ、ヤッコソウ、

ジャカランダ、コバノセンナ、コスモスなどの花便引こも、出かける気持ちにはなれないで、いまし

たが、綾での秋の忙しさに気持ちが動き、秋を探しに日南市、西都市、小林市に出かけました。

新燃岳噴火の影響で通行止めの登山口も多く、安愚楽牧場関係の施設は閉鎖されていました。

噴火、口蹄疫の影響の大きさを実感しました。樹齢200年のイロハモミジは見事で、した。

仔犬だった雌犬の杏が初期を迎え、交配するには未熟なため、自下大五郎とは隔離中です。

夫と私も大五郎と苔の付き添いで別居中です。

冬の夜、皆既月蝕、ふたご座流星群と相次く守天体ショーを堪能しました。特に流星群は、

次々に、大きくて明るい流れ星を見ることが出来、大満足でした。晴天の少ない日々の中、ニ

晩とも少し前までの雲が晴れ、見事に満月の皆既月蝕と満天の星空を見ることが出来たことは

何よりの幸せでした。

近くの土手で、念願のシパハギらしき草を見つけましたO シパハギは絶滅が危'慎されている

タイワンツバメシジミの食革です。宮崎市屑辺では時々観察されています。来年は私も、タイワ

ンツバメシジミにも会えるかもしれません。

来年こそ穏やかな年になります様にI!
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皆謀、どうぞ良いお年を!! (K. 0.) 

回 世i
e総会および新年会のお知らせ

1月4日(水)午前日時から林宅に三

総会(今年度の事業・会計報告および来年度の事業計画等)終了後、一品持

ち寄りの新年会を行います。万障お繰り合わせのうえ、ご参集ください。

。読者の声・投稿などお待ちしております。

事

くらしの学習会では、随時会員を募集しています。

活動会員 2000円/年 購読会員 1000円/年

振込先口座番号(郵便局) くらしの学習会 01610-5-21026

問い合わせ先 TELIFAX 089-964-6956 (林)

E同mail:1(t寸layashi(alniftY.com

編集後記

夫が近々定年を迎えるため、先日年金についての説明会に参加してきました。

本当に働けなくなった時、生活に窮することなく暮らせる確実な保証があれば、年金と税の一

体化改革に反対する人はほとんどいないのではと思います。国の借金を後の世代に残さない

ためにも、働ける人は働き、まじめに税金を納めていきたいものです。明るい未来の夢が描ける

世の中であってほしいなと思います。よいお年をお迎えください。 (T.j-I) 
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2011年12月21日(水)

愛嬢新開




